
第
五
節　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
と
学
校
生
活
の
変
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生

　
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
末
、
中
国
湖
北
省
武
漢
市
に
お
い
て
病
因
不
明
の
肺
炎

が
集
団
発
生
し
た
。
年
が
明
け
た
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
一
月
九
日
、
中
国
政
府

は
そ
の
肺
炎
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
病
因
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
発
表
し
た
。

翌
日
に
は
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
警

戒
を
呼
び
か
け
た
。
同
月
十
六
日
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、

翌
月
十
三
日
に
は
国
内
で
初
の
死
者
が
出
た
。
そ
れ
以
降
、
表
１
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
日
本
国
内
で
は
断
続
的
に
七
波
に
わ
た
る
感
染
が
お
こ
り
、
現
在
（
令
和
四
年

九
月
）
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
は
、
世
界
的
・
全
国
的
な
規

模
で
人
々
の
社
会
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
当
然
の
こ
と
、
本
校
に
お
け

る
学
校
生
活
も
こ
う
し
た
状
況
に
応
じ
て
変
則
的
な
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ

れ
は
本
校
の
百
二
十
年
に
わ
た
る
歴
史
に
お
い
て
、
昭
和
前
期
の
戦
時
体
制
へ
の
対

応
に
匹
敵
す
る
重
大
な
学
校
生
活
の
変
動
と
い
え
よ
う
。

　

図１　１⽇の新規感染者数の推移
　　　および感染の期間と緊急事態宣⾔・まん延防⽌重点措置の期間
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こ
の
重
大
性
を
鑑
み
る
と
、
現
在
も
感
染
は
お
さ
ま
ら
ず
、
収
束
の
見
通
し
も
立
た
な
い
状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、
今
回
の
百
二

十
周
年
誌
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
が
学
校
生
活
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
、
ど
う
し

て
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
こ
の
節
を
設
定
し
た
。

　
す
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
「
学
校
行
事
と
生
徒
会
活
動
」
や
第
四
節
「
学
校
生
活
と
生

徒
の
気
質
の
変
化
」
に
お
い
て
部
分
的
に
は
触
れ
て
は
い
る
が
、
本
節
で
は
、
全
国
的
・
全
県
的
な
規
模
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
動
向
を
第
一
波
か
ら
第
七
波
に
分
け
、
そ
の
推
移
に
と
も
な
っ
て
本
校
に
お
け
る
学
校
生
活
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

か
に
つ
い
て
総
括
的
に
述
べ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
波
（
二
〇
二
〇
年
三
月
～
五
月
）

　
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
三
月
に
な
る
と
、
全
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
急
速
に
増
え
、
以
降
、
そ
の
年
の
五
月
に

至
る
ま
で
新
規
感
染
者
数
と
死
者
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
第
一
波
の
到
来
で
あ
る
。

　
こ
の
年
の
二
月
二
十
八
日
に
、
文
部
科
学
省
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校

及
び
特
別
支
援
学
校
等
に
お
け
る
一
斉
臨
時
休
業
に
つ
い
て
（
通
知
）」
を
出
し
、
全
国
一
斉
の
臨
時
休
業
を
指
示
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
長
野
県
教
育
委
員
会
は
、
同
日
付
け
で
「
県
立
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

（
第
２
報
）」
を
出
し
、
三
月
三
日
か
ら
の
臨
時
休
業
を
指
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
校
で
も
臨
時
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
三
月
に

予
定
さ
れ
て
い
た
春
季
特
編
授
業
は
中
止
と
な
り
、
生
徒
は
各
教
科
か
ら
の
課
題
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
自
宅
で
の
自
学
自
習
に
取

り
組
ん
だ
。

　
三
月
末
に
は
一
日
の
新
規
感
染
者
数
は
全
国
で
百
人
を
超
え
た
。
こ
の
こ
ろ
、
国
民
的
な
人
気
の
あ
っ
た
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の
志
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村
け
ん
氏
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
死
去
し
、
国
民

は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
こ
の
事
態
を
深
刻
な
も
の
と
し
て
認
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
感
染
者
数
は
増
え
、
四
月
十
一
日
に

は
七
百
二
十
人
と
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。

　
そ
の
後
の
感
染
者
数
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
の
感
染
者
数
は

ま
だ
わ
ず
か
で
あ
っ
た
が
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
ワ

ク
チ
ン
も
開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
国
民
は
大
き
な
不
安
を

感
じ
た
。
外
出
の
さ
い
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
が
励
行
さ
れ
、
公
共
施

設
や
店
舗
を
は
じ
め
、
各
家
庭
に
も
手
指
消
毒
液
が
常
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
急
激
な
需
要
の
増
大
に
よ
り
マ
ス
ク
や
消
毒
液

が
不
足
し
、
政
府
は
四
月
に
全
世
帯
に
二
枚
ず
つ
ガ
ー
ゼ
製
の
布
マ
ス
ク
（
い
わ
ゆ
る
「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」）
を
配
布
し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
学
校
の
再
開
が
急
が
れ
た
。
県
教
委
は
三
月
二
十
七
日
に
「
令
和
二
年
度
に
お
け
る
県
立
学
校
の
再
開
等
に
つ

い
て
（
通
知
）」
を
発
出
し
て
、
十
分
な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
学
校
再
開
を
指
示
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
四
月
三
日
の
第

一
回
職
員
会
で
は
、「
三
密
」（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
の
防
止
や
手
洗
い
・
う
が
い
・
手
指
消
毒
の
励
行
、
朝
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
に
お
け
る
健

康
観
察
の
実
施
な
ど
の
数
項
目
に
お
よ
ぶ
感
染
防
止
対
策
を
決
定
し
、
新
年
度
を
迎
え
た
。

　
新
年
度
の
学
校
生
活
は
始
ま
っ
た
も
の
の
、
全
国
的
に
感
染
者
数
は
増
大
し
つ
づ
け
、
政
府
は
四
月
七
日
に
東
京
都
・
大
阪
府
な

ど
七
都
府
県
に
初
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
出
し
、
同
月
十
六
日
に
は
対
象
を
全
国
に
拡
大
し
た
。
そ
の
後
、
五
月
に
入
っ
て
対
象

地
域
は
段
階
的
に
解
除
さ
れ
、
五
月
二
十
五
日
に
全
面
解
除
さ
れ
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
を
受
け
て
、
本
校
で
は
四
月
八
日
の
第
二
回
職
員
会
で
当
面
は
一
年
生
と
二
・
三
年
生
に
分
け
て
半
日
ず

図２　健康チェックカード
　生徒は毎朝のＳＨＲにてこのカー
ドを担任に提出した。
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つ
の
登
校
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
四
月
十
日
か
ら
は
再
度
の
臨
時
休
校
と
し
た
。
休
校
期
間
は
当
初
は
四
月
二
十
四
日

ま
で
と
さ
れ
た
が
、
四
月
二
十
日
の
時
点
で
連
休
明
け
の
五
月
六
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
そ
の
後
も
二
度
に
わ
た
っ
て

延
長
さ
れ
、
結
局
、
五
月
十
七
日
ま
で
臨
時
休
校
が
つ
づ
い
た
。

　
こ
の
間
、
グ
ー
グ
ル
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
授
業
な
ど
が
推
奨
さ
れ
、
学
校
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
急
速

に
進
ん
だ
。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
操
作
技
能
は
教
員
間
で
か
な
り
の
差
異
が
あ
り
、
各
教
員
が
自
分
の
技
能
に
応
じ
て
取
り
組
む

に
と
ど
ま
り
、
学
校
全
体
で
の
組
織
的
な
取
り
組
み
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
リ
モ
ー
ト
授
業
の
試
行
の
過
程
で
、

Ｉ
Ｔ
環
境
の
不
備
や
対
面
授
業
に
く
ら
べ
て
の
学
習
効
率
の
低
さ
な
ど
、
そ
の
問
題
点
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
一
方
、
日
頃

か
ら
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
な
ど
の
取
り
扱
い
に
慣
れ
て
い
る
生
徒
た
ち
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
授
業
形
態
に
も
大
き
な
違
和
感
や
支

障
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
よ
う
や
く
感
染
者
数
も
減
少
に
向
か
い
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
五
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
は
、
各
学
年
交
替
で

午
前
・
午
後
に
分
け
て
の
分
散
登
校
と
な
っ
た
。
こ
の
分
散
登
校
は
二
十
二
日
以
降
も
延
長
さ
れ
、
結
局
、
五
月
三
十
日
ま
で
つ
づ

い
た
。
六
月
一
日
か
ら
は
五
分
短
縮
の
五
十
分
授
業
で
よ
う
や
く
通
常
授
業
が
再
開
さ
れ
、
八
日
か
ら
五
十
五
分
の
授
業
時
間
に
復

帰
す
る
な
ど
、
次
第
に
学
習
活
動
は
平
常
の
状
態
に
復
帰
し
た
。
実
質
的
に
こ
の
年
の
三
月
当
初
か
ら
五
月
末
ま
で
の
お
よ
そ
三
か

月
間
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
臨
時
休
校
・
分
散
登
校
と
な
っ
た
の
は
、
百
二
十
年
間
に
お
よ
ぶ
本
校
の
歴
史
上
で
初
め
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

年
度
当
初
の
学
校
行
事
・
生
徒
会
活
動
へ
の
影
響

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
は
、
生
徒
の
学
習
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
行
事
や
生
徒
の
自
主
活
動
に
も
大
き
な
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影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
前
述
し
た
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
二
月
末
に
県
教
委
が
出
し
た
通
知
で
は
、
臨
時
休
校

の
指
示
だ
け
で
な
く
、
卒
業
式
・
入
学
予
定
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
応
に
つ
い
て
も

具
体
的
な
指
示
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
三
月
三
日
の
令
和
元
年
度
卒
業
証
書
授
与
式
は
、
保

護
者
・
在
校
生
は
列
席
せ
ず
、
卒
業
生
と
職
員
だ
け
の
異
例
の
寂
し
い
卒
業
式
と
な
っ
た
。

恒
例
の
同
窓
会
長
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
の
祝
辞
も
省
略
さ
れ
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
印
刷
さ

れ
て
卒
業
生
に
配
ら
れ
た
。

　
例
年
で
あ
れ
ば
、
卒
業
式
終
了
後
に
昇
降
口
前
な
ど
に
お
い
て
卒
業
生
と
後
輩
た
ち
が
別

れ
を
惜
し
ん
で
交
歓
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
が
、
在
校
生
が
登
校
禁
止
と
な
っ
た
た
め
、

そ
れ
も
で
き
ず
、
後
輩
か
ら
卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
贈
り
物
は
各
班
の
顧
問
職
員
な
ど

を
通
じ
て
卒
業
生
に
届
け
ら
れ
た
。

　
年
度
が
変
わ
っ
た
四
月
四
日
の
令
和
二
年
度
着
任
式
・
始
業
式
も
、「
三
密
」
を
避
け
る
た
め
に
、
す
べ
て
放
送
で
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
日
の
午
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
入
学
式
も
、
保
護
者
の
列
席
は
各
家
庭
一
名
の
み
に
厳
し
く
制
限
さ
れ
、
祝
辞
は
省
略
さ
れ
た
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
政
府
は
四
月
七
日
に
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
特
別
措
置
法
」
に
も
と
づ
く
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を

初
め
て
出
し
、
飲
食
店
な
ど
の
休
業
と
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延
期
を
要
請
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
し
て
、
四
月
八
日

の
第
二
回
職
員
会
で
は
当
面
の
分
散
登
校
と
と
も
に
、
応
援
練
習
・
強
歩
大
会
の
中
止
と
生
徒
総
会
・
一
斉
委
員
会
・
一
斉
班
会
の

延
期
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
生
徒
の
自
主
的
活
動
は
年
度
当
初
か
ら
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
各
種
の
学
校
行
事
・
生
徒
会
行
事
が
中
止
・
延
期
さ
れ
た
り
、
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
。
ま
た
、
実

写真１　令和元年度卒業証書授与式
卒業生後⽅の本来の保護者席はなく、代わりに職員
席が設置された。
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施
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
施
内
容
・
実
施
方
法
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に

よ
る
各
種
行
事
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
の
末
尾
に
簡
潔
に
表
に
ま
と
め
て
記
載
し
て
お
く
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

班
活
動
へ
の
影
響

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
は
、
学
習
活
動
と
と
も
に
各
班
の
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
新
年
度
を
迎
え

て
の
班
活
動
は
、
五
月
末
ま
で
の
臨
時
休
校
・
分
散
登
校
期
間
中
は
一
切
禁
止
さ
れ
、
通
常
授
業
に
復
帰
し
た
六
月
一
日
以
降
も
、

当
面
の
間
は
活
動
時
間
は
三
十
分
間
（
の
ち
に
六
十
分
間
）
と
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
。
先
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
下
で
、
長
野
県

高
等
学
校
体
育
連
盟
（
県
高
体
連
）・
長
野
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
（
県
高
文
連
）
へ
の
加
盟
・
登
録
手
続
き
も
先
延
ば
し
さ
れ
た
。

　
例
年
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
長
野
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
県
総
体
）
の
地
区
大
会
・
県
大
会
も
開
催
が

困
難
な
状
況
と
な
っ
た
。
県
高
体
連
事
務
局
は
、
早
く
も
四
月
十
四
日
の
常
任
理
事
会
に
お
い
て
、
各
競
技
と
も
地
区
総
体
を
中
止

す
る
と
い
う
苦
渋
の
決
定
を
し
、
翌
十
五
日
に
「
令
和
二
年
度
地
区
総
体
・
県
総
体
の
実
施
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
を
発
し
、
そ

の
旨
を
各
校
に
伝
え
た
。
さ
ら
に
翌
十
六
日
に
全
国
高
等
学
校
体
育
連
盟
（
高
体
連
）
は
臨
時
の
理
事
会
を
開
き
、
八
月
に
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
た
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
高
校
総
体
／
通
称
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
中
止
を
決
定
し
、
発
表
し
た
。
全
国
高
校
総

体
の
中
止
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
始
ま
っ
て
以
来
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
定
を
受
け
て
、
各
都
道
府
県
大
会
も
中
止
と

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
運
動
部
だ
け
で
な
く
文
化
部
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
各
種
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
大
会
は
軒
並
み
中
止
ま

た
は
延
期
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
だ
け
で
な
く
、
長
期
間
に
わ
た
る
臨
時
休
校
と
分
散
登
校
で
ほ
と
ん
ど

練
習
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
怪
我
の
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
当
然
の
判
断
で
は
あ
っ
た
が
、
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
を
め
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